
第２章 図形と方程式 ２・円と直線

９ ２ 円と直線（その２）

（１／５）■ 円と直線の位置関係(2)－① ■

直線の決定（点と直線の距離の利用）

★知識の整理★

円と直線の位置関係を調べるには，次の２つの方法がある。

【１】円と直線の位置関係(1)：判別式の利用

円の方程式と直線の方程式を連立させてつくった２次方程式の判別式をＤとすれば，

(1) Ｄ＞０のとき，円と直線は異なる２点で交わる。

(2) Ｄ＝０のとき，円と直線は接する。

(3) Ｄ＜０のとき，円と直線は共有点をもたない。

【２】円と直線の位置関係(2)：点と直線の距離の利用

円と直線の位置関係については，円の中心から直線çまでの距離をｄ，円の半径をｒと

するとき，次のことがいえる。

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第２章 図形と方程式 ２・円と直線

９ ２ 円と直線（その２）

（２／５）■ 円と直線の位置関係(2)－① ■

★解法の技術★

円χ２＋ｙ２＝１と直線ｙ＝２χ＋ｋが異なる２点で交わるように，定数ｋの値の

範囲を定めなさい。

【考え方】円と直線の位置関係の２つの調べ方のうち，ここでは

【２】点と直線の距離を利用する方法，で解いてみます。

［考える手順］ ［答 案］

＊全体の解法の方針 円と直線が異なる２点で交わるとき，円の中心から直線çまでの距離

をｄ，円の半径をｒとするとき，ｄ＜ｒとなるから，この条件を満た

すｋの値の範囲を求める。

１ 円の中心の座標と 円χ２＋ｙ２＝１の

半径を求める 中心は原点で，半径ｒ＝１

２ 円の中心と直線の 原点と直線２χ－ｙ＋ｋ＝０の距離ｄは，

距離ｄを求める

ｄ＝ ＝

３ 条件を満たす定数の 円と直線が異なる２点で交わるのは，ｄ＜ｒのときであるから，

範囲を求める

＜１

｜ｋ｜＜

よって，

｜２・０＋(－１)・０＋ｋ｜

２２＋(－１)２

｜ｋ｜

５

｜ｋ｜

５

５

－ ５＜ｋ＜ ５

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第２章 図形と方程式 ２・円と直線

９ ２ 円と直線（その２）

（３／５）■ 円と直線の位置関係(2)－① ■

◇《直線の決定（点と直線の距離の利用）》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

円χ２＋ｙ２＝２と直線ｙ＝－χ＋ｋが共有点をもたないように，定数ｋの値の範囲を

定めなさい。

【考え方】円の中心から直線までの距離をｄ，円の半径をｒとすると，円と直線が共有点をもた

ないのはｄ＞ｒのときである。

［考える手順］ ［答 案］

＊全体の解法の方針 円と直線が共有点をもたないとき，円の中心から直線çまでの距離

をｄ，円の半径をｒとするとき，ｄ＞ｒとなるから，この条件を満た

すｋの値の範囲を求める。

１ 円の中心の座標と

半径を求める

２ 円の中心と直線の

距離ｄを求める

ｄ＝ ＝

３ 条件を満たす定数の

範囲を求める

＞

｜１・０＋１・０－ｋ｜

１２＋１２

｜ｋ｜

２

｜ｋ｜

２
２

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第２章 図形と方程式 ２・円と直線

９ ２ 円と直線（その２）

（４／５）■ 円と直線の位置関係(2)－① ■

◇《直線の決定（点と直線の距離の利用）》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

次の問いに答えなさい。

(1) 円χ２＋ｙ２＝４と直線ｙ＝ｍχ＋４が接するように，定数ｍの値を求めなさい。

(2) 円χ２＋ｙ２＝１０と直線ｙ＝３χ＋ｎが共有点をもたないように，定数ｎの値の範囲

を求めなさい。

(3) 円χ２＋ｙ２＝５と直線ｙ＝２χ＋ｍが共有点をもつように，定数ｍの値の範囲を求め

なさい。

［答 案］

(1) ［考える手順］ ［答 案］

＊全体の解法の方針 円と直線が接するとき，

１ 円の中心の座標と

半径を求める

２ 円の中心と直線の

距離ｄを求める

ｄ＝ ＝

３ 条件を満たす定数の

範囲を求める

＝２

（次のページへつづく）Æ

｜ｍ・０＋(－１)・０＋４｜

ｍ２＋(－１)２ ｍ２＋１

｜４｜

ｍ２＋１

｜４｜

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。
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□□【円と直線 №９（４／５）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

(2) ［考える手順］ ［答 案］

＊全体の解法の方針 円と直線が共有点をもたないとき，

１ 円の中心の座標と

半径を求める

２ 円の中心と直線の

距離ｄを求める

ｄ＝ ＝

３ 条件を満たす定数の

範囲を求める

＞

(3) ［考える手順］ ［答 案］

＊全体の解法の方針 円と直線が共有点をもつとき，

１ 円の中心の座標と

半径を求める

２ 円の中心と直線の

距離ｄを求める

ｄ＝ ＝

３ 条件を満たす定数の

範囲を求める

≦

｜３・０＋(－１)・０＋ｎ｜

３２＋(－１)２ １０

｜ｎ｜

１０

｜ｎ｜
１０

｜２・０＋(－１)・０＋ｍ｜

２２＋(－１)２

｜ｍ｜

５

｜ｍ｜

５
５

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。
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９ ２ 円と直線（その２）

（５／５）■ 円と直線の位置関係(2)－① ■

◇《直線の決定（点と直線の距離の利用）》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

円χ２＋ｙ２＝４と直線ｙ＝－２χ＋ｋの共有点の個数は，定数ｋの値によってどのよう

に変わりますか。

［考える手順］ ［答 案］

＊全体の解法の方針 円と直線の共有点の個数は，円の中心から直線çまでの距離をｄ，

円の半径をｒとするとき，ｄとｒの大小関係より決まるから，

この大小関係の条件を満たすＫの値の範囲を求める。

１ 円の中心の座標と

半径を求める

２ 円の中心と直線の

距離ｄを求める

ｄ＝ ＝

３ 条件を満たす定数の (ⅰ) 円と直線が異なる２点で交わるのは，

範囲を求める ＜２， ｜ｋ｜＜２

(ⅱ) 円と直線が接するのは，

＝２， ｜ｋ｜＝２

(ⅲ) 円と直線が共有点をもたないのは，

＞２， ｜ｋ｜＞２

よって，円と直線の共有点の個数は，

｜２・０＋１・０－ｋ｜

２２＋１２

｜ｋ｜

５

｜ｋ｜

５
５

｜ｋ｜

５
５

｜ｋ｜

５
５

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。
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